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機能 （反応機構を含む）の 分子 レ ベ ル で の 解明 ， 新規な

機能を有する 生物の育種とそれ らの 生物工学的な応用を

冖指して い る．  代謝工学お よび有用酵素 ・遺伝子の 探

索 ・解析 ・設計 ・改造，  C−N 加水分解酵素 の 分子機

能解析と分子進化 ，   微生物 ・酵素の ス ーパ ー生体触媒

へ の 新機能開発   糖 ，核酸関連酵素 の 構造機能解析お

よび DNA ・RNA 工学 へ の応用．　　　　 （佐藤誠吾）

山梨大学工学部 物質 ・生命工学科 生命工学講座

　山梨大学 の ある甲府市 は ，東京 の 新宿か ら特急 で 90分

ほ ど の 甲府盆地北端に 開けた 都市で ，山梨県の 県庁所在

地です，甲府とい うと ， 甲斐の武田氏がなん とい っ て も

有名で すが，武田 氏滅亡後，江戸時代に は柳沢吉保を甲

府城主に 迎え，柳沢父子 の 藩政下 で 栄えました．

　山梨大学は 甲府駅か ら北へ ま っ すぐ武田神社へ 通ずる

「武田通 り」沿い に あります．

　さて ， 山梨大学工学部物質 ・生命工 学科は ， 生命工 学

講座，物質化学講座 ， 設計化学講座か らな っ て い ます．

生命工 学講座は，昭和32年に 設立 された発酵生産学科が

出発点とな っ て い ます．平成元年の 工 学部改組再編時に

旧応用化学科と統合して化学生物工学科が発足した とぎ

に 大講座制に移行 し ， 平成 10年の 再改組で現組織に な り

ま した ．そ して 現在 は ，山梨大学 と山梨医科大学 の 統合

（平成14年10月を予定）に 伴 う再 々 改組が進行中です．

　生命工学講座は 以下 の よ うな 5 つ の 研究室 で構成 され

て い ます．生命工学講座 の研究分野は ， 発酵生産学科以

来の 流れを汲む微生物の 基礎 お よ び 応用研究に 加え，環

境や医療関連の 分野 に も広が っ て お ります，研究対象も

細菌， 酵母，カ ビ，放線菌 ， 植物，動物と広範囲です．

レ応用微生物学研究室 （飯村穣教授，山崎豊彦助教授，

早川正幸助教授）

　酵母に お ける遺伝子発現制御機構の 解析とそ の 利用 ，

希少放線菌の新規分離法の開発と分類

レ環境 ・醗酵工学研究室 （三 村精男教授，宇井定春助教

授，大槻隆司助手）

　光合成微生物に よ る環境浄化，熱帯バ イ オ マ ス の 微生

物変換 ， 食品工業副産物の 有用資源化 ， 光学活性物質の

微生物生産，活姓酸素障害と細胞老化 ・発ガ ン 抑制

〉培養工 学研究室 （天野義文教授，黒澤　尋助教授，中

村和夫助手）

　極限環境微生物 の 培養，硫黄酸化細菌 の 環境浄化へ の

利用，キ ノ コ の 培養工 学，動物細胞培養用バ イ オ リア ク

鏐
鰯

タ
ー

（バ イオ 人工肝臓）

レ工業生物化学研究室 （兎東保之教授，長沼孝文講 師，

西村克史助手）

　土壌酵母菌 の 生理学的解析を基盤 と した 有用物質生

産 ，
エ リス リ トール の 生分解経路の 解析

〉生物有機科学研究室 （松郷誠
一

教授）

　生体物質の 酸化と老化との 関連，抗酸化物質の 生体に

及ぼす影響，老化と疾病の 分子 レ ベ ル で の 解析

　生命工学講座 の 学生は
一

学年お よそ 40名で す．そ の 教

育の 特徴は，化学分野 の 墓礎教育が充実して る こ とです．

化学の 諸分野 の 基礎知識を習得した 上 に ， 生物化学 ， 微

生物学，生物工学全般 を学習し ます．3年生 で専門科 目

を学習す る とともに，通年で午後に実験 （生物化学実験，

培養工 学実験，微生物学実験，生物工 学実験）を行い ま

す．また ， 教育に 関して は 工 学部附属の ワ イ ソ 科学研究

セ ン ターとの 連携体制が確立 して お り，
セ ン タ

ー
所属教

官も講義の
一
部と卒業研究の指導を担当して い ます．大

学院博 士 前期課程 （化学生物工 学専攻）及 び博士後期課

程 （物質工学専攻）は ，生命工 学講座と ワ イ ン 科学研究

セ ソ タ
ー

の 教官で組織され ， 特色 の ある教育研究を行っ

て お ります．

〈 平成13年度大会に つ い て 〉

　平成13年度の 日本生物工 学会の 大会は ， 山梨大学キ ャ

ソ パ ス を主会場と して 9 月26〜28日の 会期で 開催す る こ

とに な りま した ，本大会 で は ，従来通 りの
一般講演と シ

ソ ポ ジ ウ ム （15テ ーマ を予定）に加え ， 特別講演を予定

して お ります．また，機器展示会 と地方色を生 か した催

しをも企画 して い ます の で，多 くの 皆様 の ご参加を お待

ち し て お ります．　　　　　　　　　　 （黒澤　尋）
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